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自己紹介

下野 祐太

● 京都大学大学院京都大学大学院エネルギー科学研究科 修了。

● 松尾研究所にて製造業向けAI社会実装に従事。

● 異常検知、生産計画最適化などのAIプロジェクトを主導。

● 製造業×AIに特化した株式会社エムニ 創業。

● 「AIで働く環境を幸せに、世界にワクワクを」を掲げた

現場発AI活用の推進。

● 2025年「Forbes JAPAN 30 UNDER 30」選出。
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京都大学発  松尾研発  スタートアップ

京都大学 松尾研究所

東京大学 松尾豊教授による弊社のご紹介

エムニは、製造業における AI活用に特化したスタートアップ です。 
 
代表の下野氏は松尾研究所で3年間、製造業向けAI社会実装に深く携わって
きた経験を持ち、その豊富な知識と実績が大きな強みとなっています。
 
また共同創業者の後藤氏をはじめ、有名ITメガベンチャーでのプロジェクト
経験を持つメンバーが多数在籍しており、技術力と創造性に溢れたチームを
形成しています。
 
「AIで働く環境を幸せに、世界にワクワクを」 というミッションのもと、
エムニが製造業に革新をもたらし、未来の産業をリードすることを強く
期待しています。

技術顧問　
東京大学大学院工学系研究科　

会社名

設立日

代表取締役

従業員数

株式会社エムニ

2023年10月31日

下野祐太

150名（インターン・業務委託含む）

主要取引銀行

連絡先

東京オフィス

京都オフィス

三井住友銀行  上野支店

info@emuniinc.jp

〒101-0031 東京都千代田区東神田 1丁目11-5 石田ビル東神田 3F

〒606-8307  京都市左京区吉田上阿達町 17番地 地域経済牽引拠点３階

松尾豊 教授
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組織構成

経営陣（下野･後藤･八木）

開発部管理部 営業部

AI開発グループ システム開発グループ

PM / テックリード / システムエンジニア

RECRUIT, DeNA, LINE, Yahoo, メルカリなどメガベ
ンチャー出身者・在籍者が多数参画し、ハイスキルメ
ンバーが集結。

総勢  55 名

構成  :

特徴  :

PM / AIエンジニア

東大･京大など有力大学出身の優秀で開発スピードが極
めて早いエンジニアが多数在籍。

総勢  80 名

構成  :

特徴  :

AI･システムエンジニア共に高スキルで、エンジニアリングに強みを持つ組織
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AI導入におけるボトルネック

実装には「製造業への深い業務理解」と「高度な AIシステム開発力」の双方が必要
その双方を橋渡す構造的難易度の高さが成果創出の阻害要因

製造現場の文脈
(Domain)

・物理的な制約事項
・複雑な工程やワークフロー
・熟練者の暗黙知や感覚

AI技術の論理
(Technology)

・アルゴリズム選定 /実装
・論理的な要件定義
・システムとしての形式知化

AI導入を成功させるには、高度な実装力を持ちつつ、現場の文脈を技術的に翻訳し、
個社特有の制約を組み込んだ「垂直統合型」のアプローチが不可欠

実用性の無い要件定義

現場の物理制約を加味出来ていないモデル設計

表層的な理解

データの膨大さや煩雑さ（ノイズ）に対す
る、開発側の理解不足

現場の不信感

文脈（コンテキスト）の欠如による現場
の不信感

現場のニュアンスを理解できず、論理
（データ）のみで精度を追求してしまう

「現場の文脈」はデータ化されておら
ず外部からは不可視
現場は「AIで何が解決出来るか」の定
義が難しい
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エムニのケイパビリティ

現場理解
（Field Operations）

技術理解
（AI technology）

断絶された「現場」と「 IT」を繋ぐ実装力

「現場」と「技術」

双方の橋渡し役（ハブ）

となり、複雑な課題を共に

解いていくパートナー

● 現場のリアリティ・泥臭さ

● 複雑かつ多様なデータ

● 深いドメイン知識

● 松尾研DNA／先端技術

● 堅牢なシステム構築

● 技術的な翻訳力
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エムニの事業  | 3階層の価値提供

「業務理解」と「技術理解」の双方を有しながら、オーダーメイド AI開発を土台とし、蓄積した
AI受託ノウハウをパッケージ、プロダクトへと昇華をさせ、製造業バリューチェーンの本質的な課題を解決

オーダーメイド AI
事業

パッケージ AIソリューション

事業

AIプロダクト

事業

深
い

個
社

課
題

優
れ

た
投

資
対

効
果

と
迅

速
な

実
装

機能特化型ソリューション
強いニーズへ

汎用的な仕組みで幅広い
ユーザーへ価値提供

型を活かしたセミオーダー
課題の共通項へ

独自のガイドラインを
もとにアプローチ

エムニの基盤事業
個社特有の課題へ
フルカスタムによる
垂直統合型開発

戦

略

研

究

設

計

調

達

生

産

品

管

物

流

販

売

保

守

マー

ケ
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課題抽出・要件定義 オーダーメイド開発

壁
打
ち 

工場見学 

ワーク 
ショップ 

デモ開発 

ご
提
案 

プロトタイプ開発  
精度改善  

テスト利用  

本
開
発 

運用保守  

現場向け  
AI勉強会  

コンサル 
ティング 

課題に合わせて、最適な AIモデルを
カスタム開発し一気通貫でご提供

アフターフォロー

事業概要

オーダーメイド AI
開発

〔1〕
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脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り

ベテランの思考過程
がないと業務が
成り立たない

データは存在
しているが内容
に過不足が多い

十分なデータは存在するが
整理されていない

　・データ形式が
　　定義されて
　　いない
・データの質を
　上げたい

・データが蓄積
　されていない
　　・整理すべき形式が
　　　わからない
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パッケージ AIソリューション事業
オーダーメイドAI

事業

プロダクト AI
事業

戦

略

研

究

設

計

調

達

生

産

品

管

物

流

販

売

保

守

マー

ケ

パッケージ AI
ソリューション事業

様々な周辺課題へアプローチをし、
本質的な技能伝承課題を解く

脱属人化

AI

事業概要

パッケージ AI
ソリューション

〔2〕
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知財における特許戦略立案を実現させ、

『経営に知財を』もたらすプロダクト

※研究開発における特許調査も対応予定

戦略 研究 設計 調達 生産 品管 物流 販売 保守マーケ

ニーズと提供価値の大きさを基に、
広くご利用頂くべく、随時プロダクト化

事業概要

プロダクト〔3〕
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『製造業×AI』オーダーメイド AI・システム開発支援（導入視点）

製造業×AIのフロンティア企業として、様々な AI活用事例を有し、
累計50社100プロジェクトをご支援、継続率は 82%に達する

企画  

製造業   組み立て系  

プロセス系  

assembly 

process 

設計 生産 保守

ユースケース

・パテントマップ×生成AI
・特許重要度予測
・翻訳特化型独自LLMの開発
・特許文献の化学構造式の読み取り
・LLMで大量論文から研究動向を推論
・引き継ぎAI
・被特許侵害有無の自動判定

・電子実験ノートの自動転記PoC
・物性値抽出アプリの開発

・費用対効果の算出アルゴリズムの構築

・特許検索式の自動生成

・設計書標準化
・検図・転記の自動化
・LLMを用いた社内文書標準化
・回路図の電子化
・画像認識AIを用いた図面読み取り
・エミュレーター開発
・図面ベースの見積効率化

・AIインタビュアー

・製造業向けチャットボット

・社内文書参照のチャットボット

・生産計画最適化

・AIアルゴリズムの基幹システム連携

・時系列異常検知アルゴリズムの開発

・保守対応チャットボット

・修理原因の特定

・AIインタビュアー
・製造業向けチャットボット
・疑似異常生成
・異音検知
・オンプレチャットボット開発
・リスク評価AI
・仕様書の自動レビューシステム
・暗黙知を活用したチャットボット
・OCRを用いた社内文書の電子化
・時系列異常検知アルゴリズムの開発

・保守対応チャットボット
・修理原因の特定
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3つの特徴

PoCに留まらず、高セキュリティ な本番運用までやり切る「システム開発力」

・ 製造業エンタープライズ企業 との取引実績

・ 大規模システムから基幹システムの繋ぎこみまで対応してきた豊富な開発実績

・ AIを用いたシステム開発に精通したシニアエンジニアの在籍

課題解決に特化した独自アルゴリズム、高速で検証・改善できる「AI実装力」

・ 最短で手元で動くプロトタイプを開発する 高速デモ開発

・ 高速開発を実現する開発基盤と独自の AI活用促進制度

・ 高いエンジニアリングレベルの優秀な開発人材が多数在籍

製造業への高い解像度 と対話に基づく「課題設計力」

・ 現場との対話やワークショップなどを通して、解くべき課題を抽出

・ 製造業における AI活用に深い知見を持った経営陣

・ 現場との対話を重視した 一気通貫での伴走支援

3. 

2. 

1. 
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取引先企業例

製造業のエンタープライズ企業を中心とした取引実績  ※一部抜粋
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日本の現状  | 他国との比較

他国と比較して生成 AI自体利用はしているものの、期待値を大きく下回る

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/generative-ai-survey2025.html
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考察 | なぜ期待値を超えることができていないのか？

ユースケースの設定が最重要にも関わらず、現場ベースでの取り組みができていない

成果を出せた要因
日本・米国共に最も重要

なのはユースケース設定

その後データ品質や環境・

利活用フローの整理が続く

生成AIの使い所
日本では全社活用が多いが、

米国では経営や

コーポレートといった

特定業務に特化した

具体的なユースケース推進が

先行している

https://pwc.com/jp/ja/knowledge/t
houghtleadership/generative-ai-s
urvey2024-us-comparison.html
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考察 | なぜ期待値を超えることができていないのか？

具体的なユースケースが定まっていないことから業務効率化にとどまってしまい、
米国では重要視されている顧客価値向上にアプローチできていないのでは

生成AI活用の指標
日本では工数・コストがより重要視されている傾向、一方米国では顧客満足度をより重要視する傾向が分かる

https://pwc.com/jp/ja/knowl
edge/thoughtleadership/ge
nerative-ai-survey2024-us-
comparison.html
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日米比較から見る AI活用におけるキーポイント

ユースケース を設定した上でのAI活用が重要  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脱属人化×生成AI
既財領域における生成AI活用ソリューション例

｜CONFIDENTIAL｜

テーマ   主な課題   提供価値   開発技術・ポイント   期間 

リスク観点の

見逃し削減

DR時の属人的なリスクの洗い出し

による見落としや抜け漏れ

過去データと暗黙知の DB化による、

網羅性の高いリスク抽出

形式知・暗黙知双方からの

リスク観点抽出と自動生成
3ヶ月

不具合対応の

迅速化

突発的な不具合への対応が一部の

熟練者にのみ依存

熟練知識の即時提供による、

トラブル対応の迅速化と精度向上

時系列情報の言語化サポートと

熟練知識の DB化
4ヶ月

技能伝承

アシスタント

熟練工の思考プロセスが

伝承されず、若手の学習が非効率

経験則の形式知化による生産性向上と、

教育コストの削減

ナレッジグラフを用いた

思考背景の体系化と対話支援
4ヶ月
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脱属人化×生成AI ｜ 背景

データ
構造化

データ
収集

データ
整理・成形

データ
活用基盤

構築

社内暗黙知
利活用

データ
利活用
教育

見落としがちな重要なポイント

後から利用することを

前提にデータの蓄積

方法や、持つべき構造

が定義されていない

構造化されたデータが

収集されていない

またはデータ品質

のばらつきが大きい

データ自体は収集されて

いるものの

整理されておらず、

AI-Readyな形ではない

収集されたデータを

活用して、業務課題を

解決するシステムが

存在しない

暗黙知を引き出しても

それを用途に合わせて

活用することが出来る

仕組が無い

データの収集、及び

活用基盤を構築後、

効果を最大化する為の

リテラシー向上が必要

社内暗黙知
形式知化

ベテランや一部社員

のみが持つ暗黙知が

あり、知識（資産）の属

人化状態にある

目指す理想のサイクル

AI-Readyなデータの持ち方から、その利活用までを見据えた段階的な
アプローチで持続性のあるソリューションを提供

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り
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補足）対象とする知識の整理

抽出したい知識はその深さに応じて 4つの階層に分類される
脱属人化AIは言語で扱うことができる形式知・潜在知・暗黙知が主な対象

 形式知  

潜在知  

暗黙知  

肌感覚  

過去の経験等から当人だけが考える真因やそこから導かれた 
普遍的な法則等を指し、外部からは容易には想定できない知識 

そもそも言語で表せないような五感で知覚される感覚的な知識 

ターゲット

属人化して資料としては残っていないが、事実として 
インタビュー等を通して容易に取り出すことができる知識 

ドキュメントとして作成され、後世に残すことができる知識 

 

例）手触り感、体の動かし方  

例）経験則、独自の理論・解釈  
 

例）過去の経験、トラブルの事例  

例）作業手順書・マニュアル・保全履歴  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脱属人化  × 生成AI ｜ アプローチ概要

活用

作成入力

確認 ヒアリング 作成

知識の深堀り

確認

既存資料
（形式知）

弊社
コンサルタント

熟練工
データの型

既存資料
（形式知）

LLM LLM 熟練工

統合DB  
ユーザー

その場記録サポート

成形済データ 推論済データ

成形済データ

作成入力

音声入力 作成

蓄積

AIインタビュアー 

①データ型作り

②その場記録サポート

③知識自動整理 ④背景情報追加

⑤AIインタビュアー事 
前 
定 
義 

デ 
| 
タ 
整 
備 

デ 
| 
タ 
蓄 
積 

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り
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脱属人化  × 生成AI ｜ その場記録サポート

項目毎に入力し自ずと構造化、またリアルタイムで AIがレビューを実施

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り

https://docs.google.com/file/d/1uo-VnZw2vWr87kPkMN2DkjKlW5g6cHrF/preview
https://docs.google.com/file/d/1uo-VnZw2vWr87kPkMN2DkjKlW5g6cHrF/preview
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脱属人化  × 生成AI ｜ 知識の自動整理

作成したデータの型を埋めて知識を整理する

Name 内容

id 66515923-6484-4cf3-bef0-50cea9182aff

content 製品にキズがついてしまう

part 工程xxxx / 装置yyy

action パラメータを調整して抑止した

reasoning ?
既存文書

知識の整理方法例

・「データの型つくり」の方法で知識のスキーマを決定する

・現状蓄積されている既存のデータを入力として、上記で定義したスキーマに基づいてＬＬＭでデータの型を埋める

・埋めた知識の内容を人間がチェックを行う

Name

id　

content

part

action

machine

reasoning 

トラブル報告書 

Type

uuid

str

str

str

str

str 

Description

トラブルを一意に示す ID

トラブルの内容

トラブル箇所

トラブルに対応するための行動

対象の設備

どうやってそのような対策にたどり着くのか  

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り
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脱属人化  × 生成AI ｜ 背景情報の追加

Name 内容

id 66515923-6484-4cf3-bef0-50cea9182aff

content 製品にキズがついてしまう

part 工程xxxx / 装置yyy

action パラメータを調整して抑止した

reasoning ?

LLM 熟練工

確認/訂正

Name 内容

id 66515923-6484-4cf3-bef0-50cea9182aff

content 製品にキズがついてしまう

part 工程xxxx / 装置yyy

action パラメータを調整して抑止した

reasoning 位置ずれで干渉し擦過痕が発生

LLMの推論によって既存資料に記載されていない背景情報を追加する

知識の整理方法例

・「知識の自動整理」で作成した整理済み知識に対して　埋まっていない背景情報をＬＬＭで推論

・正誤判定可能な熟練工にて、ＬＬＭの出力内容を確認と訂正を行う

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り
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脱属人化  × 生成AI ｜ PoC実施及び準備状況

トヨタ自動車を始めとして PoC実施中8社、実施準備中 5社以上

PoC実施中企業 対象業務 取組詳細

トヨタ自動車株式会社 生産技術 設備監視における異常判定

自動車部品Tier1メーカー 生産技術 生産工程における異常対応の迅速化

株式会社明電舎 保全 機器の故障発生時の保全対応迅速化

大手鉄鋼メーカー 生産技術 異常判定における熟練工のノウハウ抽出

株式会社ダイセル 生産技術 生産安定化のためのノウハウ抽出

大手完成車メーカー 設計 ベテランが持つ設計時のノウハウ抽出

大手化学メーカー 生産技術 異常発生時の対応迅速化、及び FMEA作成

自動車部品メーカー 保全 トラブル発生時の負荷軽減・復旧迅速化

経済産業省主催の 
懸賞金活用型プログラムに 
以下2社と共同エントリー中 

脱属人化AI 　その場
記録

サポート

知識
自動整理

背景情報
追加

AIインタ
ビュアー

データ
型作り
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Issue  課題･背景

Value  価値

Solution/Points  開発技術とポイント

対象業種 対象職種 開発期間
※初期想定 ヶ月

｜CONFIDENTIAL｜脱属人化×生成AI ｜ リスクの見逃し抑制と作業効率化
形式知と暗黙知の組み合わせによる、網羅的なリスクマネジメントが可能

● 過去データと、そこに不足する暗黙知を抽出した
DB構築による、網羅性の高いリスクの洗い出しが可能

● 必要変数の入力のみでタタキ台となる資料を高品質に
自動生成し、資料作成の工数削減が可能

● DRにおけるリスク抽出が個人の経験やスキルに依存
しているため、見落としや抜け漏れが発生する

● 過去のDR資料は残っているものの、網羅的かつ必要な
タイミングでの利活用が出来ていない

● 形式知のみならず属人化したリスク観点も抽出

● 要所毎に特化した AI機能を設置し複数視点での
チェック機能

作業員 変化点情報 
（たたき台） 

DRBFM作成 
AIシステム 

DRBFM 
たたき台 

DRBFMレビュー 
AIシステム 

DRBFM 
完成版 

脱属人AI 
DB  DRBFM質疑応答 

AIシステム 

入力  出力  入力  出力 

質問  回答 

蓄積 

反映 

反映 

3設計 生産 品管自動車業界

※DRBFM:Design Review Based on Failure Mode 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知財×生成AI
知財領域における生成AI活用ソリューション例 

テーマ   主な課題   提供価値   開発技術・ポイント   期間 

論文・知財の

高度分析支援 

特許公開タイムラグによる

先行優位性の欠如  

特許×論文の融合による

トレンド・知見の早期把握  
独自AI×LLMによる情報の階層構造化   3ヶ月 

先行技術調査

の効率化 

検索式作成の難化と、

膨大なノイズ・精読工数  

ノイズ除去による

精読対象の 9割削減 
生成AIによる網羅性の高い検索式生成   6ヶ月 

侵害有無の

自動判定 

侵害性確認に伴う

膨大な業務負荷  

全件対象の網羅的・詳細な

自動スクリーニング  

特許構造の LLMへの反映と

クレームチャートの自動生成  
4ヶ月 

特許調査・

翻訳の効率化 

特許特有の解釈や

語彙による翻訳精度の限界  

独自モデルによる解釈揺れの

解消と翻訳品質向上  

オンプレミス環境での

特許翻訳特化型 LLM 
4ヶ月 

独自ニーズ

探索支援 

社内文書（資産）の

未活用と解決手段の探索難  

潜在ニーズの自動整理と

実現可能な解決策の特定  

独自アルゴリズムによる

潜在課題のラベル抽出  
3ヶ月 

｜CONFIDENTIAL｜
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Issue  課題･背景

Value  価値

Solution/Points  開発技術とポイント

対象業種 対象職種 開発期間
※初期想定 ヶ月

｜CONFIDENTIAL｜知財×生成AI ｜ 被特許侵害有無の自動判定
2つの特許を請求項ごとに比較して、侵害可能性を生成AIで自動判定

自動車業界

● 網羅性と詳細性を両立し、
全件を対象とした高精度なスクリーニングが可能

● 大量特許のスクリーニングをし、精読の際の要約情報を
提示することで当作業の業務負荷を8割低減可能

● 侵害性確認という重要な業務において、網羅性が必要な
確認作業に知財業務の7割を割く程の業務負荷

● LLM活用のみでは特許特有の言い回しと侵害判定の
法則を反映できず精度に課題が残る

● 特許構造をLLMに反映させる技術

● クレームチャートの自動生成機能

検索AI 

AIキーワード検索 

自社特許DB 

他社製品と関連性の高い特許（数件） 

出力 

他社の製品情報 

クレームチャート 

侵害の可能性

出力 入力 

LLM 

4戦略 研究

https://docs.google.com/file/d/1Stye1_A5Y6M6DDMcokFLUv_NYeWay_3L/preview
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生成AIを用いた侵害調査の自動化に関するデモ動画

知財×生成AI ｜ 被特許侵害有無の自動判定

https://docs.google.com/file/d/1Stye1_A5Y6M6DDMcokFLUv_NYeWay_3L/preview
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電気回路図 ×AI
電気回路図に関わる生成AI活用ソリューション例

｜CONFIDENTIAL｜

テーマ   主な課題   提供価値   開発技術・ポイント   期間 

図面間整合性

確認の自動化

複数図面の目検比較・ログ取得に

伴う膨大な工数とミス

比較レビューの自動化による

負荷低減と付加価値業務への転換

深層学習による線分・シンボル

抽出のロバスト性向上
6ヶ月

自動読込による

見積工数削減

顧客毎に異なる図面からの要素

抽出・配線データ作成の工数

抽出作業の自動化による業務負荷

低減とスピードアップ

個社ルールに基づいた類似スコア

算出と付随情報の抽出
6ヶ月

回路図の

自動生成

過去データを参照した手動での

製図業務の負荷

AIとの対話による最適設計の

容易化と製図の自動化

電気的関係性の保持と CAD等の

外部図面情報との紐付け
6ヶ月
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Issue  課題･背景

Value  価値

Solution/Points  開発技術とポイント

対象業種 対象職種 開発期間
※初期想定 ヶ月

｜CONFIDENTIAL｜電気回路図 ×AI ｜ 図面の電子化・自然言語での編集

● 設計変更をAIに口頭で指示したり、類似図面検索や概要
設計自動化を実現し、提案スピードの大幅向上を実現

● 図面の文字情報だけでなく、シンボルの接続関係まで
AIが理解できるデータに成形した

● 属人性の高い見積設計業務において、人員不足により
迅速かつ成立性（採算性や製造可否）を担保した設計が
困難となっており、受注機会の損失を招いている

● CADデータなど多くの設計資産はあるが、フォーマット
がバラバラでAIで活用できる状態にない

● 電気の関係性情報を含む実用的なアウトプットが可能

● AIとの対話を通して最適な選択を容易にする

● CAD等の図面情報と紐づけることで回路図生成も可能に

元の図面 シンボル抽出結果

文字抽出結果

線分抽出結果

紐付け結果

接続関係抽出結果

各シンボルの接続関係をグラフ構造でデータ化することで、電気的な繋がり含む生成が可能に

6設計 販売自動車業界
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Issue  課題･背景

Value  価値

Solution/Points  開発技術とポイント

対象業種 対象職種 開発期間
※初期想定 ヶ月

｜CONFIDENTIAL｜電気回路図 ×AI ｜ 図面の電子化・口頭ベースの編集

● 設計変更をAIに口頭で指示したり、類似図面検索や概要
設計自動化を実現し、提案スピードの大幅向上を実現

● 図面の文字情報だけでなく、シンボルの接続関係まで
AIが理解できるデータに成形した

● 属人性の高い見積設計業務において、人員不足により
迅速かつ成立性（採算性や製造可否）を担保した設計が
困難となっており、受注機会の損失を招いている

● CADデータなど多くの設計資産はあるが、フォーマット
がバラバラでAIで活用できる状態にない

● 電気の関係性情報を含む実用的なアウトプットが可能

● AIとの対話を通して最適な選択を容易にする

● CAD等の図面情報と紐づけることで回路図生成も可能に

元の図面 シンボル抽出結果

文字抽出結果

線分抽出結果

紐付け結果

接続関係抽出結果

各シンボルの接続関係をグラフ構造でデータ化することで、電気的な繋がり含む生成が可能に

6設計 販売自動車業界
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｜CONFIDENTIAL｜電気回路図 ×AI ｜ 図面の電子化・自然言語での編集
自然言語による編集・生成デモ画面

選局外の信号の音を出さない回路へ変更 Lチカ回路の生成

https://docs.google.com/file/d/16njUZS_ZySSp_9NJhX4ssv8Pndd5Ni8c/preview
https://docs.google.com/file/d/19fBUrFhaYo5wXwjZGQbZePhy5aQ2qtFN/preview


CONTENTS  SLIDE  MASTER COLOR

Using Generative AI To Drive Industry 5.0 Transformation

Copyright © All rights reserved by エムニ

終わりに

37



CONTENTS  SLIDE  MASTER COLOR

｜CONFIDENTIAL｜

Copyright © All rights reserved by エムニ

今後の進め方

38

AIシステム開発の基本的な流れ

本番実装を見据えたフィジビリティ調査・改善を重ねることでリスクを抑えながら推進

① 無償デモ開発 ② PoC開発 ③ 本番システム開発

内容

成果

物例

※本番システム開発費用の精緻な算出については、 PoC開発の結果により決定

貴社データを用いたデモ開発し、

動作イメージの擦り合わせ

を行う

スコープを区切った 精度検証

を行い、今後の実現可能性を

見極める

PoCでの精度合意後、実運用

に向けた本システム開発 を

開始する

・デモ開発結果ご報告資料

・精度などの改善案

・PoCの実施計画書

・精度改善の報告資料

・プロトタイプシステム  (必要時)
・本番システム用の要件定義書

・本番システム

・最終報告書

・運用マニュアルなど



CONTENTS  SLIDE  MASTER COLOR

｜CONFIDENTIAL｜

Copyright © All rights reserved by エムニ
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AI導入成功のポイント

大きな目標を定めたうえで「小さく・素早く始め」、「段階的に育てていく」ことが重要

出典：経済産業省「 AI導入ガイドブック  ❶構想ステージ」

検証の結果、
予想外だったAIモデル

検討の結果、
不採用となったアイデア

限られた
業務範囲での

AIモデル
構築・検証

スモール
スタートで

アジャイル
に開

発

■ 会社・組織が一丸となって、 AIに取り組む姿勢・体制

■ データ活用を主軸とした、部門連携の拡大

■ AIモデル適用範囲の拡大

将来達成したい
大きな目標
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Appendix

42

オープンな AIエンジンとオーダ－メイド AIシステムの位置づけ

エムニの根幹となる AI受託開発事業

エンジン（モデル）は同じでも、その力をどう使うかによって
必要な「車体（システム）」は異なります。

生成AIモデルは「エンジン」。

弊社はそれを搭載し、特定業務を

走破する「専用車」を提供します

LLM
（GPT-5 / Gemini 2.0等）

エンジン：汎用的な知能・言語処理能力

Microsoft Copilot 等

オーダーメイド AIシステム

汎用的な完成車

DB
（荷台）

認定解釈器
（特殊な荷物）

補正UI
（操縦席）

業務特化型の専用車

手軽だが、荷台の改造や特殊な

運搬（専門業務）の走行には

不向き。チャットボットという

定型フォーマット

御社の「認定解釈」という特殊な

荷物を運び、過去の不具合データを

積み上げるための「荷台（ DB）」と

「操縦席（補正 UI）」を完備
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43

SaaSとオーダーメイド AIの違い

比較項目   一般的なSaaS   オーダーメイドAI  
セキュリティ 
データ配置 

セキュリティ 
データ配置 

UI/UXの適合性  

AI・突合ロジック  

費用・資産性 

マルチテナント・パブリッククラウド  
データは社外に（情報漏洩リスク）  

貴社プライベートクラウド内完結  
データは社外に出ない（閉鎖環境）  

固定された汎用インターフェース  
業務フローをツールに合わせる  

現場の手触りに合わせたフルカスタム  
既存業務フローを阻害しない  

完全ブラックボックス
詳細なチューニングは不可能  

基本ロジックは PoCで共有
現場のFBで継続的に精度改善可能  

永続的なサブスクリプション費用機
能を使わなくてもコスト発生  

資産として保有
必要な機能のみに投資  

セキュリティ面と業務適合性に相違点あり、的確に使い分けることが必要


